
平成２９年度 第６回九州・沖縄ブロック
地域相談支援フォーラムin大分

宮崎県
相談支援センターの取り組みについて

○宮崎大学医学部附属病院
宮崎県立宮崎病院

国立病院機構 都城医療センター
宮崎県立延岡病院
宮崎県立日南病院

平成３０年２月１０日（土）



宮崎県のがん診療連携拠点病院

◆都道府県がん診療連携拠点病院

①宮崎大学医学部附属病院

◆地域がん診療連携拠点病院

②宮崎県立宮崎病院
③都城医療センター

◆宮崎県がん診療指定病院

④宮崎県立延岡病院
⑤宮崎県立日南病院

③国立病院機構
都城医療センター

②宮崎県立宮崎病院

①宮崎大学医学部附属病院

⑤宮崎県立日南病院

④宮崎県立延岡病院

宮崎県の人口
1,087,157人（男511,494人、女575,663人）

（宮崎県HPより 平成30年1月1日現在）



平成29年度 宮崎県の取り組み



ワーキンググループの設置
「広報」・「教育」の２本柱
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平成29年度 PDCAサイクル

2017年（平成29年） 2018年（平成30年）

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

P

（行動目標）
・相談員のスキルアップ・質維
持に努める。

D
（計画の実施）
・年２回研修会を開催する

第1回
研修会

第２回
研修会

C
（目標達成指標）
・年２回研修会を開催する

A

（改善に向けた取り組み）
・研修会後にアンケートを実施
し、研修会の反省と今後の内
容を検討する。

平成29年度
教育ワーキンググループ



教育ワーキンググループ

目標
① がん相談員の質の向上

がん相談のあるべき姿（がん相談10の原則に則って）に近づく
② 相談員間の連携や情報共有を図る

活動

研修会を年2回、企画・実施
知識や情報・制度など、今後の相談業務に活用できる内容の研修会を行っている

（１）事例検討
・４～５名でグループワークを実施
・各病院から提出された11事例の中からグループ毎に事例を選び検討

（２）社会保険労務士を招き、「治療と職業生活の両立支援」の研修会を
実施 ※今回は、県内の医療機関の相談員へ研修会を案内し、関心のある
方に参加頂いた

評価

（１）事例検討：各病院の現状を理解したり他者の介入の方法を学ぶ
など情報交換や共感共有の場が提供できた

（２）研修会：役に立つ研修だったとの評価であった（アンケートより）

課題

・相談者が満足する相談支援ができるように継続的に研修会を実施
する。

・拠点病院以外の医療機関への案内については、その選択など検討
していく。



教育ワーキンググループ
第1回 研修会

【日時】 平成29年8月5日（土）11：00～12：30

【場所】 宮崎大学医学部附属病院 ミーティングルーム

【テーマ】 困難事例検討

【目的】 相談員のスキルアップを図る

【対象者】 宮崎県 相談支援専門部会 がん相談員

【参加者】 17名



教育ワーキンググループ
第2回 研修会

【日時】平成30年1月13日（土）11：00～12：10

【場所】宮崎大学医学部附属病院 7階共通多目的ルーム

【テーマ】講演「治療と職業生活の両立支援」

【目的】相談者が安心して治療を受けながら、働き続けるための社会制度・職場の支
援体制などの理解を深める

【講師】特定社会保険労務士・産業カウンセラー 酒井春江先生

【対象者】宮崎県 相談支援専門部会 相談員・宮崎県内の実務者

【参加者】相談支援専門部会32名（宮崎県内の実務者9名含む）

酒井社会保険労務士

面談風景



広報ワーキンググループ

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

P
（行動目標）
県内がん相談支援センターの広報
活動

D

（計画の実施）
①昨年度作成したがん相談支援セ
ンターのリーフレットまたはポスター
を公共機関等へ配布する
②各施設がん相談支援センター紹
介の動画を作成する

　 ①

　 ②

県立図書

館との話し

合い

動画内容

検討

リレフォー

ライフ参加

（配布）

メディア企

画と打ち

合わせ

図書館祭

り参加（配

布）

シナリオ・

絵コンテ

作成

C
（目標達成指標）
①各施設３ヶ所以上に配布する
②動画を作成する

　 ①    ②

A

（改善に向けた取り組み）
①がん相談件数の評価実施、配布
先を再検討する
②作成した動画の放映場所につい
て検討する

   ①    ②

平成29年度　PDCAサイクル

2017年（平成29年） 2018年（平成30年）



広報ワーキンググループ

目標
県内がん相談支援センターの周知・広報活動

活動

（１）昨年度、作成したがん相談支援センターのリーフレットまたはポスター を公共
機関等へ配布する。

●宮崎県立図書館・リレーフォーライフの特設ブースにがん相談支援センターのパ
ネルを設置、リーフレットの配布。

（２）各施設がん相談支援センター紹介の動画を作成する。
●宮崎大学メディア企画室と協働し、動画を作成中。

（３）メディアでの周知活動を行う。
●平成29年7月29日にMRT特別番組「がんとの共生」で周知。

評価

（１）公共機関やイベント開催時に、一般市民向けに周知活動ができた。
（２）冒頭部分を作成・視聴し、修正点を検討中。

（３）メディアで取り上げられたことにより、問合せ等が増えている。

課題

・がん相談支援センターの認知度をさらに高めるため、周知広報活動の強化が必
要である。

・動画完成後、宮崎空港や宮崎県立図書館、myaoh.TV（インターネットテレビ放送）
等で放映する。



《活動内容》

①がん相談支援センターのリーフレット、ポスターを配
布する。

【リーフレット】 【ポスター】



【パネル設置・リーフレットの配布】

宮崎県立図書館と連携
特設ブースにがん相談支援セン
ターのパネル、リーフレットを設置し
周知広報活動を始めた。



がん相談支援センターとハローワーク宮崎、宮崎産業保健総合
支援センターと協働し、啓発ブースを設置しパネルの掲示やリー
フレットの配布を行った。

リレー･フォーライフ･ジャパン
201７･宮崎

【パネル設置・リーフレットの配布】



《活動内容》
②各施設がん相談支援センター紹介の動画作成

【宮崎大学メディア企画室と協働】
宮崎大学メディア企画室と協働し、がん相談支援センター
の紹介動画作成中である。



《活動内容》
③メディアでの周知活動

平成29年7月29日 MRT
特別番組「がんとの共生」

でがん相談支

援センターの紹介、ハロー
ワーク出張相談窓口につ
いての県民への周知を
行った

出典：MRT宮崎放送



【両立支援】
平成29年11月より、宮崎産業保健総合支援センターと連携し宮崎大学医

学部附属病院で月に1回「両立支援相談窓口」を開設した。

治療と仕事を両立するための 

を開設しました 
 

休職中の保障や休業、治療のお悩みについて

専門の社会保険労務士・保健師がご相談を 

お受けします 
                        

           

まずはお気軽にご相談ください  

時間は９：３０～１１：３０です 

（開設は毎月1 回 １２月２０日・１月２４日・２月２１日 次回４月予定）    

      
       宮崎産業保健総合支援センター 

                           
当センターでも相談を    宮崎市広島1-18-7 大同生命ビル6階 

  受け付けます          ℡０９８５－６２－２５１１ 

仕事を辞める必要はありません！ 

治療を受けながら仕事を続ける働き方

を一緒に考えていきましょう。 

会社（人事担当者など）や主治医の 

先生とも連携して支援をいたします。 

致します。 



【就労支援】

平成29年3月23日より県立宮崎病院にてハローワークの出張相談を開始し、
県内2ヶ所でハローワークの出張相談が実施され、求職や失業保険等の相談
を受けている。

ハローワーク宮崎の
二色就労ナビゲーター

相談支援専門部会長



相談支援専門部会と緩和ケア医療専門部会と協働
【宮崎県地域緩和ケア連携マップ（仮称）作成】

相談支援専門部会と緩和ケア医療専門部会と協働して、日頃より連携してい

る県内の在宅医療を担う医療機関、薬局、訪問看護ステーションの情報を収集
統合しマップを作成し、在宅で緩和ケアを行うためのネットワークづくりを行う。

出典：がんネット宮崎



ご清聴ありがとうございました。


